
ＪＲ東日本グループ初の木造商業ビル
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　ＪＲ中央線コミュニティデザインがnonowa
国立SOUTHで掲げたテーマは「地球と、地域
と、身体に心地よいソーシャルグッドリビン
グ」。コロナ禍を経て暮らしの在り方が大きく
変化する中、地域に住み、働く人たちの「子育
て」「食」「健康」をサポートしたいという同
社の思いを、ＪＲ東日本グループで初となる木
造商業ビルで形にした。
　多摩産材を使用することで、二酸化炭素（Ｃ
Ｏ）削減による地球環境への配慮や、循環型
社会の構築に貢献する。
　４階建ての施設には、商業店舗に加え、土日
や祝日も含めた診療で多様な暮らしに対応する
小児科クリニック、地域で創業したｅコマース
（電子商取引）企業なども入居する。リーシン
グを担当した開発企画部の岡村佳子リーダーは
施設が「小児科を利用する子どもたちや訪れる
人たち、働く人たちにとって学びの場となるこ

とを期待したい」と話す。
　赤い屋根の旧国立駅舎や大学通りなどが有名
な国立は、環境意識も高い地域として知られる。
その中で誕生した施設が「国立のシンボルの一
つとなるよう、愛着を持ってほしい」。施設計
画部の將堂海渡チーフはそう期待を込める。
　「当社にとってもチャレンジングなものだっ
た」と振り返る施設計画部の渡辺恵子リーダー。
同社のパートナーとして実施設計と施工を担当
した大林組にも触れ、資機材の搬入回数を極力
減らすなど、工事の段階でも環境に配慮した工
夫を取り入れた活動を評価する。
　鉄道高架下の商業開発などを手掛けてきた同
社。nonowa国立SOUTHを地域に定着させな
がら、「今回の取り組みで得た知見や課題を今
後の活動にも生かしていきたい」（渡辺氏）と
次なる展開も見据える。

施設計画を担当したＪＲ中央線コミュニティデザインの渡辺氏（左）
と將堂氏（中央）、リーシングを担当した岡村氏（右）

オフィスフロア（オープンスペース） オフィスフロア（キッチン）
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■工　事　名　称：nonowa国立SOUTH新築工事
■工　事　場　所：東京都国立市中１－１－
■施　　　　　主：株式会社ＪＲ中央線コミュニティデザイン
■基　本　設　計：株式会社ＪＲ東日本建築設計
■実施設計・監理：株式会社大林組一級建築士事務所
■施　　　　　工：株式会社大林組東京本店
■敷　地　面　積：約㎡
■延　床　面　積：約，㎡
■主　要　用　途：物販店舗、飲食店、サービス店
■階　　　　　数：４階
■構　　　　　造：Ｗ造一部Ｓ造
■工　　　　　期：年３月日～年２月日
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２階エレベーターホール（市内の桜材を活用した階数表示デザイン） オフィスフロア（打ち合わせスペース）

　nonowa国立SOUTHは、駅直結のnonowa国
立WESTの増築計画であり、ＪＲ東日本グルー
プ初の木造商業ビルです。「サステナブル」を
キーワードに、景観やまちづくりへの取り組み
に力を入れる文教都市・国立という立地に相応
しい建築を目指しました。

　柱は全て木造。大林組独自の木柱－鉄骨梁剛
接合化技術により、筋交いや耐力壁のない純
ラーメン架構を実現することで、木使用量の確
保と商業施設に必要な視認性やプランの自由度
確保を両立しました。木柱は大林組独自の耐火
技術「オメガウッド（耐火）」を採用。１時間
の耐火性能を有しています。
　外観は駅前のシンボルである赤い三角屋根の
旧駅舎との対比を意識し、ガラスボックス越し

に木の架構を魅せる現代的なファサードとする
ことで、旧駅舎を中心とした国立駅南口の景観
に豊かさを加えました。
　内部はさまざまな店構えに対しても木の架構
がおおらかに秩序だった空間を作り、内装各所
には東京の木・多摩産材を使用し、親しみのあ

る空間としました。
　今後、この建築が国立市民にとっての「木の
リビング」として、大学通りの桜・いちょう並
木と同様に末永く愛され、賑わうと共に、多く
の人の目に触れ、都市の木造・木質化の普及に
繋がる事を切に願います。
　株式会社大林組一級建築士事務所

　建築設計部課長　八木利典
　建築設計部　　　川邊絢子

nonowa国立SOUTH完成

TULLY'S COFFEE&TEA（桜材のペンダント照明ほか椅子の張地には食物由来の色素を使用）


